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   ●

障
害
者
控
除
認
定
書
 

　
要
介
護
認
定
高
齢
者
の
方
が
税
申
告
で

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、
「
障

害
者
控
除
認
定
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

長
寿
介
護
課
９
番
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
 

N
要
介
護
度
が
１
〜
５
の
方
 

※
所
得
税
、
市
・
県
民
税
が
非
課
税
の
方

（
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
）
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
認
定

書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
身
体

障
害
者
手
帳
３
〜
６
級
を
お
持
ち
の
方
で
、

要
介
護
が
４
以
上
の
方
（
原
則
）
は
、
特

別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
に
必
要
と

な
り
ま
す
。
 

●
お
む
つ
使
用
証
明
書
 

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
申
告
が
２

年
目
以
降
の
方
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
一
定
の
方
は
、
市
が
交
付
す
る
確
認

書
等
で
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
え

て
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

J
長
寿
介
護
課
蕁
A
４
４
７
 

  　
ご
加
入
の
共
同
ア
ン
テ
ナ
受
信
施
設
は

地
デ
ジ
対
応
済
み
で
す
か
？
せ
っ
か
く
地

デ
ジ
の
テ
レ
ビ
を
購
入
し
て
も
、
共
同
ア

ン
テ
ナ
な
ど
が
地
デ
ジ
に
対
応
し
て
い
な

い
た
め
、
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
地
デ
ジ
を
視
る
に
は
ど
の
よ
う

な
対
応
が
必
要
な
の
か
、
誰
に
相
談
す
れ

ば
い
い
の
か
な
ど
、
お
悩
み
を
解
決
す
る

た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

Q
①
３
月
１０
日
貉
・
②
１１
日
貅
　
午
前
１０

時
３０
分
〜
、
午
後
２
時
〜
 

L
①
埼
玉
会
館
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高

砂
３
―
１
―
４
）
②
所
沢
市
民
体
育
館
（
所

沢
市
並
木
５
―
３
）
 

N
▼
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合

住
宅
に
お
い
て
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
で
テ
レ

ビ
を
ご
覧
の
方
▼
近
所
の
建
物
な
ど
に
よ

る
障
害
の
た
め
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
で
テ
レ

ビ
を
ご
覧
の
方
 

R
①
１００
人
②
８０
人
（
先
着
順
）
 

J
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
デ
ジ
タ
ル
放

送
受
信
者
支
援
室
蕁
０３
・
６
２
３
８
・
１

７
２
１
 

  　
警
察
官
や
銀
行
協
会
の
職
員
を
名
乗
る

男
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取

ら
れ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
警
察

官
が
暗
証
番
号
を
聞
く
、
ま
た
、
銀
行
協

会
の
職
員
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
知
ら
ぬ
人
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

●
名
刺
や
預
り
証
を
交
付
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ウ
ソ
で
す
。
 

●
警
察
官
を
名
乗
る
電
話
が
あ
っ
た
ら
必

ず
「
ど
こ
の
警
察
の
な
ん
と
い
う
名
前
か
」

を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
 

●
警
察
署
の
電
話
番
号
は
下
４
桁
が
「
０

１
１
０
」
で
す
。
相
手
の
言
っ
た
電
話
番

号
を
信
用
せ
ず
「
こ
ち
ら
か
ら
掛
け
直
す
」

と
一
旦
切
っ
て
確
認
を
！
 

J
草
加
警
察
署
生
活
安
全
課
蕁
９４３
・
０
１

１
０
 

                 　
人
権
尊
重
と
人
権
擁
護
に
つ
い
て
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
講
演
会
で
す
。
 

　
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
は
医
師
で
あ
る
講
師

が
、
海
外
で
の
医
療
支
援
活
動
を
行
い
な

が
ら
、
自
ら
撮
影
し
た
映
像
を
も
と
に
自

作
の
曲
、
語
り
で
構
成
し
て
い
く
感
動
の

ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
紛
争
や
貧
困
の

中
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
明
る
く
た
く

ま
し
い
姿
か
ら
「
生
き
る
強
さ
」
を
教
え

ら
れ
ま
す
。
 

Q
２
月
２６
日
貊
　
午
後
２
時
２０
分
開
演
（
２

時
開
場
）
　
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

O
講
師
＝
桑
山
紀
彦
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」
代
表
理
事
）
 

R
５００
人
 

P
無
料
 

J
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
８
１
１
 

  Q
３
月
６
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
 

L
資
料
館
学
習
室
 

N
中
学
生
以
上
 

O
余
り
布
を
使
い
、
は
し
袋
を
作
る
。
 

K
余
り
布
、
針
、
糸
、
は
さ
み
、
チ
ャ
コ

ペ
ン
シ
ル
 

R
２０
人
（
申
込
順
）
 

P
１００
円
（
２
月
２５
日
ま
で
に
納
入
）
 

M
２
月
２５
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
資
料
館
（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ
 

  Q
２
月
２０
日
貍
〜
３
月
４
日
貅
　
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
毎
週
月
曜
日
休
館
）
 

L
資
料
館
古
民
家
 

O
雛
人
形
の
古
民
家
で
の
展
示
 

P
無
料
 

           展
示
す
る
雛
人
形
の
募
集
 

　
市
内
の
方
で
、
雛
人
形
を
貸
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

M
２
月
１６
日
ま
で
に
資
料
館
（
蕁
９９７
・
６

６
６
６
）
へ
 

  　
く
ず
し
字
を
学
び
、
歴
史
を
読
み
解
く

楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

Q
２
月
２０
日
・
２７
日
、
３
月
６
日
・
１３
日
・

２０
日
（
毎
週
土
曜
日
・
全
５
回
）
　
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

L
資
料
館
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

R
２０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
資
料
館
（
蕁
９９７

・
６
６
６
６
）
へ
 

  Q
２
月
２３
日
貂
〜
３
月
５
日
貊
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

１０
分
 

L
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

N
市
内
在
住
の
個
人
で
、
自
己
搬
出
可
能

な
方
 

O
自
転
車
、
家
具
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

入
札
に
よ
る
販
売
（
展
示
期
間
中
、
希
望

価
格
を
入
札
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
一

人
一
品
）
 

※
落
札
発
表
＝
３
月
９
日
貂
　
午
後
１
時

J
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
９９７
・
６
６
９
６
 

  　
市
内
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級
の
児

童
生
徒
に
よ
る
、
日
常
的
な
学
習
の
成
果

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
す
。
 

Q
２
月
１７
日
貉
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

４０
分
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

J
松
之
木
小
学
校
・
佐
藤
蕁
９９６
・
１
３
７

７
 

        N
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
１５
歳
以
上

の
方
（
中
学
生
を
除
く
）
 

O
日
本
画
、
洋
画
（
版
画
を
含
む
）
、
彫

刻
、
芸
、
書
（
篆
（
て
ん
）
刻
、
刻
字
を

含
む
）
、
写
真
 

※
各
種
目
規
格
制
限
あ
り
（
詳
細
は
開
催

要
項
参
照
）
 

R
各
種
目
３
点
 

P
１
点
に
つ
き
３
０
０
０
円
 

搬
入
期
間
　
５
月
７
日
・
８
日
・
９
日
 

M
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
県

生
涯
学
習
文
化
財
課
へ
 

開
催
要
項
・
申
込
書
　
市
内
公
民
館
で
配

布
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www. 

pref.saitama.lg.jp

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
郵
送
希
望
の
場
合
は
、
返

信
用
封
筒
（
８０
円
切
手
貼
付
・
定
型
サ
イ

ズ
）
を
同
封
の
う
え
、
県
生
涯
学
習
文
化

財
課
へ
 

J
県
生
涯
学
習
文
化
財
課
〒
３３０
―
９
３
０

１
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―
１５
―
１

蕁
０４８
・
８３０
・
６
９
２
１
 

埼
玉
県
美
術
展
覧
会
 

Q
５
月
２５
日
貂
〜
６
月
１６
日
貉
（
月
曜
休

館
）
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
３０
分
（
金

曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）
 

L
県
立
近
代
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ
北
浦
和
駅
西

口
下
車
徒
歩
３
分
）
 

P
無
料
 

共
聴
施
設
改
修
促
進
説
明
会
 

警
察
官
を
名
乗
る
詐
欺
に
ご
注
意
！
 

確
定
申
告
等
を
さ
れ
る
要
介
護
 

認
定
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
 

体
験
講
座
「
は
し
袋
づ
く
り
」
 

古
民
家
展
示
「
ひ
な
ま
つ
り
」
 

人
権
啓
発
講
演
会
 

「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
１
」
 

全国春の火災予防運動 
3月1日～3月7日 

『消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子』 

　この運動は、火災予防の意識を高めていくことで火災の発生を防止し、高齢者等を中心
とする死傷事故の発生を減らし、財産の損失を防ぐことを目的としています。 
【重点目標】 
１　住宅防火対策の推進 
　　条例により義務化された住宅用火災警報器を設置しましょう。 
　　※悪徳な訪問販売員による被害が各地で多発しています。十分注意しましょう。 
２　放火火災防止対策の推進 

　ゴミは収集日に出すことを徹底し、家の周りに新聞、雑誌など燃えやすいものは置か
ないようにしましょう。 

３　地域の防火対策の推進 
　　　防災訓練に進んで参加し、地域ぐるみの協力体制を築きましょう。 
 
【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】 
 
☆　寝たばこは、絶対やめる。 
☆　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
☆　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 
 
☆　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
☆　寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。 
☆　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 
☆　高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。 
J消防本部予防課蕁９９６－０１３４ 

３つの習慣 

４つの対策 

地域住民の安心、安全を守る消防団員を募集 
N市内在住・在勤の１８歳以上の健康な方(男女不問)。女性は
消防団本部に属します。 
O８月には夏季訓練、１１月には特別点検を行います。これらの行
事で、訓練礼式、ポンプ操法など消防団員としての規律統制に必
要な知識や火災防御技術を習得します。 
J消防本部総務課蕁９９６－０１１９ 

入
札
方
式
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売
 

古
文
書
講
座
 

な
か
よ
し
学
習
発
表
会
 

第
６０
回
記
念
埼
玉
県
美
術
 

展
覧
会
出
品
作
品
 


